








安全衛生教育活動としての新入社員教育

市民交流課（☎21－5513　 21－5642）

　誰もが生き生きと働くことができる職場環境づくりについて、さまざまな取り組みを行って
いる「伊勢市男女共同参画推進事業者」の中から、特に意欲的な取り組みを進めて表彰された
事業者を紹介します。

働
き
や
す
い
環
境
で

個
々
の
能
力
を
発
揮

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
会
社　
伊
勢
製
作
所

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
実
践
賞
」

受
賞

　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
株
式
会
社
は
、
電
気
機
器
な

ど
の
生
産
を
行
う
会
社
で
す
。

職
場
を
働
き
や
す
い
環
境
に
す

る
た
め
、
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
積
極
的
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
男
女
共
に
子
育
て
や
介
護
が

で
き
る
よ
う
に
、
積
立
休
暇
制

度
な
ど
の
諸
制
度
を
設
け
る
ほ

か
、
残
業
の
削
減
や
有
給
休
暇

　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
は
、
諸
制
度
の
整
備

だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員
の

現
在
の
働
き
方
や
意
識
を
把

握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
以
降
は
、

そ
の
結
果
の
分
析
で
す
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
に
関
す
る
従
業
員
の
評

価
は
比
較
的
高
く
、
約
７
割

が
「
こ
の
会
社
で
ず
っ
と
働

き
た
い
」と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ
い

て
は
、「
仕
事
と
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る｣

｢

仕

事
が
効
率
的
」
と
い
っ
た
肯

定
的
な
見
方
が
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

否
定
的
な
見
方
も
約
２
割
を

占
め
、
管
理
者
側
を
含
め
、

意
識
の
改
革
が
必
要
で
す
。

　

介
護
休
業
に
つ
い
て
は
、

自
ら
が
介
護
を
行
う
た
め
の

期
間
と
捉
え
る
人
が
多
く
、

預
け
る
施
設
な
ど
を
探
し
た

り
す
る
た
め
の
期
間
で
あ
る

こ
と
を
周
知
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
話

し
や
す
い
職
場
づ
く
り
も
、

の
取
得
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
上
司
と
部
下
と
の

間
で
週
間
業
務
予
定
表
を
用

い
、
業
務
を
把
握
す
る
こ
と
で

無
駄
を
省
き
、
効
率
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
休
暇
取
得
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
活
用
で
、
部
門

ご
と
に
予
定
を
共
有
し
、
計
画

的
に
休
暇
が
取
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
次
世
代
育
成
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
制
度
の
周

知
・
理
解
を
促
進
し
、
男
性
の

育
児
休
職
者
増
加
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

も
力
を
入
れ
、
女
性
の
管
理
監

督
職
を
増
や
す
と
と
も
に
、
出

産
や
介
護
な
ど
環
境
の
変
化
に

よ
る
退
職
を
防
ぐ
よ
う
に
、
制

度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、

個
々
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

介
護
離
職
の
防
止
に
役
立
つ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
既
に
あ
る
会
社
の
諸
制
度

へ
の
認
知
度
が
低
く
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
利
用
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
活
か
し
て
、
働
き
方
改

革
の
実
現
に
向
け
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○39

従業員の意識調査を、働き方改革に活かす

妻に、もっと
「家事をして」って
言われるんだけど…

働き方改革を進めて
もらわないと、
無理だよね！

積立休暇制度とか、
知ってる？

知らない制度も
いろいろ有るよ！
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課税課 税務係（☎21– 5531　 21– 5535）

健
康
づ
く
り
通
信

～ 
み
ん
な
笑
顔

　

伊
勢
の
元
気
人 

～

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

　
な
ぜ
肺
炎
は
高
齢
者
に
多
い
の

で
し
ょ
う
？
肺
の
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
）
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

肺
の
病
気
の
発
症
や
重
症
化
を
予

防
し
、
健
康
で
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

生
活
を
長
く
続
け
る
た
め
に
、
肺

の
病
気
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　
３
月
４
日
㈬
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
保
健
会
議
室

対
象　
市
内
在
住
の
人

講
師　
齋
藤
公
正
さ
ん
（
さ
い
と

う
内
科
呼
吸
器
科 

三
重
ス
リ
ー

プ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
日
本
呼
吸

器
学
会
専
門
医
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
14
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へ※�

手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
、
２

月
17
日
㈪
ま
で
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
略
称
：
ロ
コ
モ
）
と
は
、
骨
や

関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
に
障

が
い
が
起
こ
り
、「
立
つ
」「
歩
く
」

と
い
っ
た
機
能
が
低
下
し
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
予
防

に
つ
い
て
理
解
し
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　
３
月
11
日
㈬
、
９
時
30
分

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
ミ
タ
ス
伊
勢
（
船
江
１

丁
目
４
７
１
ー
１
）

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
（
立
ち

上
が
り
テ
ス
ト
、
２
ス
テ
ッ
プ
テ

ス
ト
、
ロ
コ
モ
25
）、
ロ
コ
ト
レ

の
紹
介
、
ロ
コ
モ
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
展
示

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

バス「伊勢市立
    図書館前」

シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
増
進
講
演
会

ご
存
じ
で
す
か　

高
齢
者
に
多
い
肺
の
病
気

～
肺
炎
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
～

　バイク・軽四輪・小型特殊自動車などに課税される軽自動車税は、4月 1日現在で登録している人に、
年額でかかります。（月割りはありません）
　次に該当する場合は、3月 31日㈫までに手続きをして
ください。
　なお、車種によって手続き先が異なりますので注意し
てください。（右表参照）
◦廃　　車…�廃棄処分が済んでいる、盗難に遭って所有

していない
◦名義変更…�バイク・軽自動車などを他人に譲った、ま

たは譲ってもらった
◦住所変更…市外から転入、または市外へ転出した
※�手続きを忘れると、所有していないのに税金がかかるなどの問
題が生じますので注意してください。
※�年度末は各窓口が大変混雑しますので、早めの手続きをお願い
します。
※�小型特殊自動車（トラクター・コンバイン・フォークリフトなど）
を買い替えた場合も、変更手続きが必要です。
※�公道を走行しない場合でも、所有していれば軽自動車税の申告
が必要です。（事業者などが所有する商品であって使用しない車
両は除きます）

　インターネットなどで原付バイクを購入したものの、原付バイクが届
いても、販売証明書などの書類が届かずに登録ができない場合や、登録
しても原付バイクが動かず、すぐに廃車しなければならないといったト
ラブルに遭うことがあります。
　インターネットなどで原付バイクを購入するときは、慎重に検討し、
信頼できる人から購入してください。

バイク・軽四輪・小型特殊自動車の手続き先
手続き内容 手続き先

廃車・
名義変更・
住所変更

・�125ccまで
のバイク
・ミニカー
・小型特殊自動車
　�(トラクター・
コンバイン・
フォークリフ
トなど)

課税課軽自動車税担当
（☎21-5531）

二見総合支所生活福祉課
（☎42-1112）

小俣総合支所生活福祉課
（☎22-7861）

御薗総合支所生活福祉課
（☎22-0241）

各支所
・�三輪・四輪
の軽自動車

軽自動車検査協会三重事務所
（☎050-3816-1779）

・�125cc超の
バイク

三重運輸支局
（☎050-5540-2055）

軽自動車税について 課税課軽自動車税担当
（☎21-5531）

※電話での問い合わせが難しい人は、課税課税務係
（ 21-5535 kazei@city.ise.mie.jp）へ問い合
わせてください。

※�原付バイクを譲る場合は、廃車手
続きをしてから譲ることをお勧め
します。廃車手続きをせずに譲っ
た場合、譲り受けた人が名義変更
手続きをせずに、以前の所有者に
軽自動車税がかかるなどの問題が
発生する場合があります。

軽自動車（バイク・軽四輪・小型特殊自動車など）に関するお知らせ

バイク・軽四輪・小型特殊自動車の変更手続き

インターネットなどで原付バイクを購入するときはご注意を

毎
月
11
日
は
「
健
康
の
日
」

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
を

体
験
し
て
み
よ
う
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P

中島小学校

松井孫右衛門社
玄忠寺
卍

上社

GS

早修小学校

辻久留

宮川

度会橋

浦口南

福祉健康センター

宮川堤公園トイレ

堤防

中島こども園

楠大明神

用水路

階段を下ります

トラックを回って折り返します

往路：急な下り
復路：急な上り

往路：急な上り
復路：急な下り

県道

ROUTE
37

県道

ROUTE
22

スタート＆ゴール

★

★★

1㎞

4㎞

★2㎞

3㎞
横断注意

上り坂上り坂

下り坂

上り坂です

健康課（☎27– 2435　 21–0683）

伊勢のまちを
楽しく ウォーキング
ウォーキングは、「いつでも」「誰でも」「どこでも」

気軽にできる健康法です。
市内の名所や公園などを楽しみながら歩いてみてはいかがですか。

スキマ時間に健康体操を！
スキマ時間に「いせし健康体操」をしてみませんか？

上
かみのやしろ

社・宮川堤ウォーキングコース　ウォーキングマップNo.68

市内のウォーキングコースを紹介 52

他のコースは、市のホームページに
掲載しています。

市のホームページで
動画配信中

伊勢のまちを楽しくウォーキング 検 索いせし健康体操 検 索

いせし
健康体操

ケーブルテレビ行政情報番組
（毎日10時・15時・20時～）

放送中

◦�肥満防止
　�肥満防止だけでなく減量にも
効果的です。

◦生活習慣病予防
　�血中脂質、血糖値などが改善
されます。

◦骨粗しょう症対策
　�骨が強化され、骨の老化を防
ぐことができます。

◦老化防止
　�筋肉が活発に働き大脳が刺激
されるため、脳細胞が活性化
し老化を遅らせます。認知症
予防にも効果的です。

◦ストレス解消
　�歩くことで自律神経のバラン
スが整えられます。景色を眺
めることでリフレッシュ効果
も得られます。

ウォーキングの主な健康効果

体重 1Kg当たり3.9Kcal
例えば、体重 60Kg の人の場合　3.9Kcal × 60Kg ＝ 234Kcal
おにぎり約 1.4 個を消費したことになります。

このコースのエネルギー消費量

※おにぎり1個（100ｇ・具なし）＝168Kcalで換算

ウォーキングルート情報
運動レベル  楽である～ややきつい ～
特　徴  トンネル越えで非常にきつい坂
距　離  約 4.4Km　　　 時　間  約 60分
歩　数  約 6,000歩 

平均心拍数  約 115拍/分
　　　　　　（往路・復路の非常にきつい坂は約 140拍／分）

一番大切なことは…
自分のペースで、
自分のリズムで、
周りを見ながら、
たくさん楽しく
歩くことです。
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「生ごみの水切りモニター｣アンケートの結果を報告します‼

ももかもし

　令和元年8月に「もうひと絞り！生ごみの水切りモニター」を募集しました。その結果、水切り
器①は47人、水切り器②は13人に、モニターとして参加していただきました。
　アンケートの結果、「水切り器を使って生ごみの減量効果があった」が全体の63％、「今後も継
続して使いたい」が81％となり、これまで意識していなかったごみの減量について関心を持つ良い
きっかけとなったようです。
　一方で、「置き場所に困った」「洗い物が増えて手間だった」などの意見もあり、水切り器はコ
ンパクトで、できる限り手間をかけない物が良いということが分かりました。
　この結果は、今後の生ごみの水切り啓発に活用していきたいと思います。モニターにご協力いた
だきました皆さん、ありがとうございました。

＜モニターの感想＞
●水切り器がもっと広まったら良いのになと思いました。
●パッと挟んでギュッとすれば水切りができるので簡単！私はネットをかぶせて絞りました。
　続けて使用します。
●以前は手で押して水切りしていましたが、器具があると思い切って徹底的に絞れます。

令和２年度版「ごみカレンダー」

　皆さんのお住まいの地区の令和２年度版「ごみカレンダー」を、「広報いせ」

３月１日号と同時配布する予定です。

※他の地区のカレンダーが必要な場合は、市役所本館・２階環境課、清掃課（西豊

　浜町654）、各総合支所生活福祉課、各支所で配布する予定です。

※「ごみカレンダー」「ごみ分別ガイドブック」は、市のホームページに掲載しています。

★「ももかもし」からのお知らせ★

水切り器① 水切り器②
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イベント掲示板

みんなの広場

これからの熊野参詣を考えてみませんか
宮川流域ルネッサンス協議会事務局（☎27－5411　 27－5418）
時	3月7日㈯、13:30 ～ 16:00
所 玉城町中央公民館（玉城町下田辺800）
内 四国遍路の変化の歴史や熊野古道の歴史から、これからの熊野古道を学び、何を守っ
ていくかを考えてみませんか。講演「四国遍路～近代化と共に変化する巡礼～」森正人
さん（三重大学人文学部教授）、講演「熊野参詣道のその後～石佛庵を中心に～」伊藤文
彦さん（三重県教育委員会）　定 100人（当日先着順）　申 不要

相続・遺言に関する公開講座
三重県司法書士会（☎059－224－5171　 059－224－5058）
時	3月15日㈰、13:30 ～ 15:00
所 シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢（観光文化会館）・４階 大会議室３・４
内 相続・遺言についての理解を深め、家族・遺族への円滑な財産継承の一助となる
ことを目的に、司法書士による講座「よくわかる相続～知ってあんしん あたらしい相
続手続」を開催します　
定 60人（申し込み多数の場合は抽選）　申 2月10日㈪～ 2月28日㈮に、同会へ

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が
共催・後援などをするイベント情報を案内するコー
ナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

広
告

熟年男女のふれ合い・お話の会
久居サークルクラブ（☎080－3623－4966）
時	2月29日㈯、13:00 ～ 15:00
所 津市ポルタひさいふれあいセンター・2階 交流活動室C（津市久居新町3006）
対 60歳～ 80歳の配偶者のいない人
内 熟年男女の婚活を応援します。気の合う仲間と、互いに支えあい楽しく過ごしま
しょう。免許証などの身分証明書を持参してください
料1,000円（茶菓子代、資料代）
申 当日に受け付けをします
※その他、詳しくはメールで同クラブ（ fuji077@yahoo.co.jp）へ

卒業茶会
皇學館大学 煎茶道部・岡本さん（☎080－4236－3026）
時	3月8日㈰、10:00 ～ 15:00　所 皇學館大学・記念館
内 蓋

ふた
付
つき
煎茶点

て
前
まえ
（日
じつ
月
げつ
庵
あん
）、棚

たな
飾
かざり
玉
ぎょく
煎
せん
点
て
前
まえ
（和室）、皇

こう
服
ぶく
茶点

て
前
まえ
（野

のだ て
点）　申 不要

職業能力開発校の訓練生を募集
伊勢建設高等職業能力開発校（☎23－5535　 28－9031）
内 同校では、職業能力開発促進法に基づく県知事の認定を受け、伝統的な技能の伝
承と技術・技能の習熟をはかり、建築大工を目指す人への職業訓練を実施しています
申 3月6日㈮までに、同校へ

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベ
ント案内や会員募集などに利用できるコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

※「広報いせ」は月2回発行していますが、5月は合併号とし、
　情報を1回にまとめて5月1日に発行します。

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

4月15日号＝2月28日㈮　5月合併号＝3月13日㈮
掲載申し込み締め切り

イベント掲示板＆みんなの広場

11 10広報いせ 令和２年２月15日号 広報いせ 令和２年２月15日号



障
害
児
放
課
後
等

支
援
事
業
の
利
用
者
を
募
集

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
学
校
へ
通
う
障
が
い
児
の
一
時

預
か
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
小
中
学
校
ま
た
は
特
別
支

援
学
校
に
通
学
し
て
お
り
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
（
日
中

一
時
支
援
事
業
の
支
給
決
定
が
あ

る
も
の
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

利
用
日
時

放
課
後
…
月
～
金
曜
日
、
13
時
30

分
～
18
時

学
校
休
業
日
…
８
時
30
分
～
16
時

30
分

利
用
場
所　
フ
レ
ン
ズ
（
小
俣
保

健
セ
ン
タ
ー
・
２
階
）

※�

４
月
１
日
か
ら
移
転
し
ま
す
。

詳
し
く
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

内
容　
放
課
後
・
長
期
休
み
に
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
取
り
組

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

委
員
を
募
集

企
画
調
整
課

（
☎
21
―
５
５
１
０ 

 

21
―
５
５
２
２
）

　
学
識
経
験
者
・
公
募
委
員
な
ど

で
構
成
し
、
市
の
行
財
政
改
革
の

推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査

審
議
す
る
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
20
歳
以
上
（
２
月
28
日

現
在
）
の
人
で
、
市
の
職
員
お
よ

び
市
議
会
議
員
で
な
い
人

任
期　
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３

月
31
日
（
２
年
間
）

活
動
内
容　
委
員
会
に
出
席
し
、

行
財
政
改
革
（
財
政
健
全
化
、
市

の
仕
事
の
効
率
化
な
ど
）
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
る

募
集
人
数　
２
人

申
し
込
み　
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
、

応
募
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）・

フ
ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
〒

５
１
６
ー
８
６
０
１ 

岩
渕
１
丁

目
７
ー
29
、

kikaku-cyou
sei@

city.ise.m
ie.jp 

）
へ

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
（
面
接
の
日
程
は
、
応
募
者
に

通
知
し
ま
す
）

※�

応
募
用
紙
は
、
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

〈
視
覚
障
が
い
編
〉

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８

 

20
―
８
５
５
５
）

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
を
通
じ
て
、

障
が
い
に
つ
い
て
「
も
っ
と
理
解

を
深
め
た
い
」
と
感
じ
た
人
向
け

に
、
障
が
い
種
別
ご
と
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
講
座
受
講
者
に
は
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座

（
視
覚
障
が
い

編
）受
講
済
証

を
お
渡
し
し
ま

す
。

と
き　
３
月
13
日
㈮
、
18
時
～
19

時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
東
館
・
５
階
５

ー
３
会
議
室

対
象　
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の

登
録
を
受
け
た
人

講
師　
鈴
木
守
さ
ん
（
伊
勢
市
視

覚
障
害
者
福
祉
協
会
）

内
容　
視
覚
障
が
い
体
験
な
ど
で

視
覚
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、

障
が
い
当
事
者
と
交
流
を
深
め
る

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

３
月
６
日
㈮
ま
で

に
、
氏
名
・
電
話
番
号
を
電
話
ま

め
る
こ
と
や
、
み
ん
な
で
一
緒
に

楽
し
め
る
こ
と
な
ど
を
行
う

定
員　
１
日
に
つ
き
10
人

申
し
込
み　
電
話
連
絡
の
う
え
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

（
日
中
一
時
支
援
事
業
の
支
給
決

定
が
あ
る
も
の
）・
印
鑑
を
持
参

し
、
次
の
申
込
先
へ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
運

営
母
体
）　
認
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人 

と
き
わ
会　

藍あ
い

ち
ゃ
ん

の
家う
ち
（
常
磐
２
丁
目
10
ー
12
、
☎

20
ー
５
１
５
５
、

 

20
ー
５
１
６

５
）

※�

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
利
用
し

た
い
場
合
は
、
２
月
28
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

障
が
い
の
程
度
と
利
用
時
間
に

応
じ
て
、
利
用
者
負
担
金
が
必

要
で
す
。

※�

く
じ
ら
キ
ッ
ズ
利
用
者
の
募
集

は
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
・

 

20
ー
８
４
５
５
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

同
課
（

syougai@
city.ise.

m
ie.jp

）
へ催 

し 

物

い
せ
サ
ポ
ス
テ
講
演
会

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学　

「
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
る
た
め
に
」

い
せ
若
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
63
―
６
６
０
３ 

 

63
―
６
６
１
３
）

　
就
労
に
向
け
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

心
理
学
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　
２
月
29
日
㈯
、
13
時
30
分

～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）・

１
階
ホ
ー
ル

対
象　
就
労
な
ど
の
問
題
に
関
心

が
あ
る
人

講
師　
川
島
一
晃
さ
ん
（
椙
山
女

学
園
大
学
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
い
せ
若
者
就

業
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

spst@
e-ise.net

）
へ

講
座

13 12広報いせ 令和２年２月15日号 広報いせ 令和２年２月15日号

募 
集

コ
ー
ナ
ー

募集講座

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料



コーナー

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

三
重
県
文
化
振
興
課

（
☎
０
５
９
―
２
２
４
―
２
１
７
６

 

０
５
９
―
２
２
４
―
２
４
０
８
）

　
訪
日
外
国
人
が
訪
れ
た
く
な
る

「
伊
勢
・
斎
宮
」
を
目
指
し
、「
国

際
時
代
の
観
光
を
考
え
る
～W

a
tashi

が
見
たIse

とSaiku
～
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
24
日
（振休）
、
13
時
30
分

～
16
時
（
開
場
は
13
時
）

と
こ
ろ　
皇
學
館
大
学
・
6
号
館

２
階
６
２
２
教
室

内
容　
皇
學
館
大
学
短
期
留
学
生

の
伊
勢
・
斎
宮
で
の
体
験
に
基
づ

い
た
意
見
を
聞
き
、
参
加
者
と
有

識
者
が
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
伊
勢
・
斎
宮
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
考
え
る

定
員　
１
２
０
人

申
し
込
み　
代
表
者
氏
名
・
当
日

連
絡
可
能
な
電
話
番
号
・
参
加
人

数
を
、は
が
き
ま
た
は
電
話・フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
５

１
４
ー

８
５
７
０　

津
市
広
明

町
13
、

bunka@
pref.m

ie.
lg.jp

）
へ

※
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

サ
ン
ア
リ
ー
ナ

ラ
ウ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

ル
バ
ー
ト

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
☎
22
―
７
７
０
０
）

　
「
ル
バ
ー
ト
」
と
は
、
音
楽
用

語
で
「
自
由
な
速
さ
で
」
と
い
う

意
味
で
す
。

　
今
回
は
「
春
の
訪
れ
」
を
テ
ー

マ
に
、
気
軽
な
演
奏
会
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

と
き　
２
月
26
日
㈬
、
19
時
～
19

時
50
分(
開
場
は
18
時
30
分)

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・

1
階
ラ
ウ
ン
ジ

演
奏
予
定
曲　
「W

iosna op.

74
ー
2 

シ
ョ
パ
ン
」「
春
の
如
く
」

「
卒
業
写
真
」
ほ
か

出
演
者　
宮
本
裕
紀
子
さ
ん
（
フ

ル
ー
ト
）、
宮
下
礼
子
さ
ん
（
バ
イ

オ
リ
ン
）、
新
田
誠
さ
ん(

ピ
ア
ノ)

入
場
料　
１
０
０
０
円

※�

チ
ケ
ッ
ト
は
、
県
営
サ
ン
ア
リ

ー
ナ
事
務
所
窓
口
で
販
売
し
ま

す
。
ま
た
、
当
日
会
場
で
も
チ

ケ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

医
療
従
事
者
向
け
研
究
会 

第
５
回
伊
勢
志
摩
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

伊
勢
総
合
病
院 

経
営
企
画
課

（
☎
63
―
９
０
５
３ 

 

27
―
２
３
１
５
）

　
市
が
設
置
し
た
寄
附
講
座
「
連

携
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
講

座
」
の
一
環
と
し
て
、
医
療
従
事

者
を
対
象
と
し
た
研
究
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　
３
月
６
日
㈮
、
19
時
～
20

時と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　
医
療
従
事
者
（
医
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
）

内
容　
講
演
「
急
性
期
か
ら
生
活

期
ま
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
講
師
：
山
内

克
哉
さ
ん
〔
浜
松
医
科
大
学
医
学

部
附
属
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
科
長 
病
院
教
授
〕、
座
長
：

岡
﨑
英
人
さ
ん
〔
藤
田
医
科
大
学

医
学
部
連
携
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
学
講
座
准
教
授
〕）

申
し
込
み　
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（

hos-ki
kaku@

city.ise.m
ie.jp

）
で

同
課
へ

※�

申
込
書
は
同
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

日
本
医
師
会
生
涯
教
育
制
度
の

単
位
申
請
、
日
本
作
業
療
法
士

協
会
生
涯
教
育
制
度
の
基
礎

ポ
イ
ン
ト
申
請
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
マ
マ
支
援

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

ス
ッ
キ
リ
ヨ
ガ

い
せ
ト
ピ
ア

（
☎
21
―
０
９
０
０ 

 

21
―
０
９
０
９
）

　
毎
日
、
家
事
と
育
児
を
頑
張
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ヨ
ガ
で
、
心
と
体
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
９
日
㈪
、
10
時
～
11

時
30
分

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
１
階
リ

ハ
ー
サ
ル
室
（
託
児
は
別
室
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
、
就
学
前
の

子
ど
も
を
育
児
中
の
母
親

講
師　
鈴
木
恵
美
さ
ん
（
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
健
康
運
動
指

導
士
）

定
員　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、飲
み
物
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ

ス
タ
オ
ル
で
も
可
）

申
し
込
み　
２
月
16
日
㈰
・
８
時

30
分
か
ら
電
話
で
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※�
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

※�

託
児
で
き
ま
す
。（
申
込
時
に

要
予
約
・
無
料
。
託
児
の
間
に

必
要
な
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
・
お
や
つ
・
お
む
つ
な
ど
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

※�

託
児
が
10
人
に
な
り
次
第
、
申

し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

明
る
い
選
挙
を
推
進

白
ば
ら
の
集
い

選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
21
―
５
６
３
５ 

 

21
―
５
６
３
６
）

と
き　
３
月
14
日
㈯
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　
尾
崎
咢
堂
記
念
館
・
２

階
会
議
室

対
象　
中
学
生
以
上
の
人

内
容　
講
演
「
尾
崎
行
雄
に
学
ぶ

民
主
政
治
と
選
挙
」、
明
る
い
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
展
示

講
師　
石
田
尊
昭
さ
ん
（
尾
崎
行

雄
記
念
財
団
理
事
・
事
務
局
長
）

定
員　
１
２
０
人
（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

13 12広報いせ 令和２年２月15日号 広報いせ 令和２年２月15日号



観
光
文
化
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 
28
―
５
１
０
６
）

か
ん
ぶ
ん
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

伊
勢
の
匠
の
伝
統
工
芸
展

と
き　

３
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰
、

10
時
～
17
時

※
15
日
㈰
は
、
15
時
ま
で
。

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
展
示
室

内
容　
伊
勢
の
地
に
根
付
き
受
け

継
が
れ
て
い
る
根
付
・
伊
勢
一
刀

彫
・
神
具
な
ど
の
伝
統
工
芸
作
品

の
展
示

※�

14
日
㈯
は
根
付
（
要
予
約
、
参

加
費
１
０
０
０
円
）、
15
日
㈰

は
か
ん
な
削
り
（
無
料
）
の
体

験
も
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　
同
館
へ

市
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
カ
ル
ウ
ォ
ー
ク

（
第
５
回
）

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５ 
 

23
―
８
６
４
１
）

　
ス
ポ
カ
ル
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
（
カ
ル
チ
ャ
ー
）

を
合
わ
せ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

心
地
良
い
汗
を
か
き
な
が
ら
、
地

域
に
残
る
歴
史
・
文
化
施
設
な
ど

都
市
計
画
の
変
更
素
案
の

縦
覧

都
市
計
画
課

（
☎
21
―
５
５
９
１ 

 

21
―
５
５
８
５
）

　
伊
勢
都
市
計
画
学
校
お
よ
び
伊

勢
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
素

案
に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　
２
月
17
日
㈪
～
３
月

２
日
㈪

縦
覧
場
所　
同
課
、
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
、
伊
勢
図
書
館
、
小

俣
図
書
館

※�

変
更
素
案
は
、
縦
覧
期
間
中
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

意
見
申
出
書
の
提
出

　
変
更
素
案
に
対
し
て
意
見
が
あ

る
人
は
、
意
見
申
出
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
資
格　
市
内
在
住
の
人
、
利

害
関
係
者

提
出
方
法　
３
月
２
日
㈪
・
17
時

15
分
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
意
見
を

記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
５
１
６
ー
８

６
０
１
岩
渕
１
丁
目
７
ー
29
、

toshikei@
city.ise.m

ie.jp

）

へ

※�

所
定
の
用
紙
は
縦
覧
場
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

公
聴
会
の
開
催

　
意
見
申
出
書
を
提
出
し
た
人
が

意
見
を
述
べ
る
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　
３
月
16
日
㈪
、
19
時
～

と
こ
ろ　
市
役
所
東
館
・
５
階
５

ー
３
会
議
室

※�

公
聴
会
の
開
催
の
有
無
は
、
縦

覧
期
間
終
了
後
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
文

字
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

伊
勢
市
障
害
児
放
課
後
等

支
援
施
設
「
フ
レ
ン
ズ
」
の

指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８ 

 

20
―
８
５
５
５
）

指
定
管
理
者
名　
認
定
特
定
非
営

利
活
動
法
人　
と
き
わ
会　
藍
ち

ゃ
ん
の
家

指
定
管
理
期
間　
４
月
１
日
～
令

和
５
年
３
月
31
日

フ
レ
ン
ズ
が
移
転
し
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
日
中
一
時
支
援

フ
レ
ン
ズ
が
移
転
し
ま
す
。

現
在
の
場
所　
小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

移
転
後
の
場
所　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

み
そ
の

を
巡
り
ま
す
。

と
き　
３
月
８
日
㈰
、
９
時
30
分

～
（
受
け
付
け
は
９
時
～
）

集
合
場
所　
伊
勢
市
消
防
本
部
前

駐
車
場

内
容　
「
早
春
の
参
宮
街
道
コ
ー

ス
」（
約
６
㎞
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ参
加
費　
１
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
伊
勢
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会・奥
田
さ
ん（
☎

０
９
０
ー
７
６
９
６
ー
２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

天
候
不
順
の
場
合
は
、
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
大

人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

で
き
る
限
り
車
の
乗
り
合
わ
せ
、

ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

プレミアム付商品券の使用期限は2月29日㈯
商工労政課（☎21―5639    21―5651）
伊勢商工会議所〔商品券発行者〕（☎25―5153    23―1151）
伊勢小俣町商工会〔協力者〕

　期限を過ぎると使用できませんので、
商品券を持っている人は、早めに使用
してください。
　なお、商品券は払い戻しできません。

お
知
ら
せ

介
護
予
防
と
日
常
生
活
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

介
護
保
険
課

（
☎
21
―
５
５
６
０ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
市
で
は
「
伊
勢
市
第
９
次
老
人

福
祉
計
画
・
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
２
月
上
旬
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
要
介
護
認
定
（
要
介
護
１

～
５
）
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
中
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
６
０
０
０
人

回
答
期
限　
２
月
29
日
㈯
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コーナー

産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

三
重
労
働
局
賃
金
室

（
☎
０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
０
８

 

０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
１
７
）

　
三
重
県
最
低
賃
金
は
、
令
和
元

年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
８
７
３

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃

金
は
、原
則
、年
齢・雇
用
形
態（
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を
問

わ
ず
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、特
定
の
産
業
（
７
業
種
）

に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く
労
働

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

奨
励
補
助
金

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
５
６
８ 

 

21
―
５
６
５
１
）

　
市
で
は
、
従
業
員
の
福
祉
の
増

進
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、

退
職
金
共
済
制
度
に
新
規
に
加
入

さ
せ
た
従
業
員
の
共
済
掛
け
金
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
新
規
加
入
者
分
の
補
助
申
請
は

３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

補
助
対
象
経
費　
新
た
に
共
済
契

約
に
加
え
る
被
共
済
者
の
12
カ
月

分
の
共
済
掛
け
金
納
付
額

補
助
率
・
金
額　
補
助
対
象
経
費

の
20
％
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
、

上
限
額
は
１
人
に
つ
き
１
万
２
０

０
０
円
）

対
象　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済
制
度

に
加
入
し
た
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
事
業
者

◦
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

◦
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

◦�

平
成
30
年
４
月
～
平
成
31
年
３

月
に
従
業
員
を
新
た
に
被
共
済

者
と
し
て
加
入
さ
せ
、
そ
の
掛

け
金
を
納
付
し
て
い
る

申
し
込
み　
12
カ
月
分
の
共
済
掛

け
金
の
納
付
が
完
了
し
た
後
、
申

請
書
・
必
要
書
類
を
直
接
同
課
へ

※�

詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

者
に
は
、「
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、

左
表
の
と
お
り
時
間
額
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
事
業
場
に
お
け

る
賃
金
額
（
時
間
額
）
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
支
援
の
た
め

の
業
務
改
善
助
成
金
制
度
や
最
低

賃
金
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
窓

口
（
☎
０
１
２
０
ー
１
１
１
ー
４

１
７
）を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

市のホームページで手話動画を
見ることができます。

みんなで手話 伊勢市 検 索

右
手
の
親
指
と
人
さ

し
指
で
作
っ
た
輪
を

前
に
出
す
と
同
時

に
、
手
の
ひ
ら
を
上

に
向
け
た
左
手
を
手

前
に
引
き
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

「
買
う
、
買
い
物（
す
る
）」

※
手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
44

右
手
で
お
金
を
払
っ
て
、

左
手
で
物
を
受
け
取
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※
諸
説
あ
り
ま
す
。

三重県・特定 ( 産業別 ) 最低賃金

業種
最低

賃金額
（時間額）

効力発生日

ガラス・同製品製造業 900円 令和元年12月21日
銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、
鋳鉄管製造業 873円 令和元年10月１日

電線・ケーブル製造業 920円 令和元年12月21日
洋食器・刃物・手道具・
金物類製造業 873円 令和元年10月１日

一般機械器具製造業 873円 令和元年10月１日
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

905円 令和元年12月21日

建設機械・鉱山機械製造業、
自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業,
舶用機関製造業、
産業用運搬車両・同部分品・
附属品製造業、
その他の輸送用機械器具製造業

941円 令和元年12月21日

15 14広報いせ 令和２年２月15日号 広報いせ 令和２年２月15日号

詳しくは、市のホームページをご覧ください。

相談してください！その悩み⇒「広報いせ」毎月１日号　
最終ページ裏面の相談先へ

こころの健康づくり 伊勢市 検 索

～あなたの大切ないのちを守る～

治療で良くなるこころの病気の可能性があります。

自殺予防のための８アクション

その８  早めの受診

２つ以上該当し、その状態が
ほとんど毎日２週間以上続く
場合は、受診をしましょう。

□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった
□楽にできていたことが今ではおっくう
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたような感じがする

健康課（☎ 27ー2435　 21ー0683）


